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Cバンドレーダ雨量計の高性能化による
XRAIN雨量観測の高度化

国土交通省ではXRAINによる高解像度かつほぼリアルタイムの
雨量情報（２５０ｍメッシュ、観測頻度１分）を提供している。これ
までのXRAINはXバンドMPレーダ雨量計のみで構成されていた
が、使用する電波の特性から降雨による電波の減衰が大きく、
強雨域で欠測となる領域（電波消散域）が発生する場合があった。

XRAINによる雨量観測

Cバンドレーダ雨量計の高性能化

XRAIN雨量観測の高度化

従来のCバンドレーダ雨量計は雨粒にあたり、反射した水平電
波の強度を測定し、降水強度を算出している。しかし、反射し
た電波の強度から降水強度を求めるためのパラメータは雷雨
や台風などの降雨タイプによって異なるため、地上雨量計の観
測結果を用いて、降水強度を補正する必要がある。

従来のCバンドレーダ雨量計を高性能化したCバンドMPレーダ
雨量計は水平方向と垂直方向に電波をそれぞれ反射すること
で、雨粒の形状等、従来のCバンドレーダ雨量計と比べて多く
の項目を観測することができる。CバンドMPレーダ雨量計によ
る観測結果から算出された雨粒の扁平度等から降水強度を推
定することで、地上雨量計による補正を行わずとも、ほぼリア
ルタイムに高精度の雨量情報を配信することが可能になった。

Cバンドレーダ雨量計を高性能化させたCバンドMPレーダ雨量
計と、XバンドMPレーダ雨量計と組み合わせることで、強雨域で
欠測が生じにくい安定した雨量観測を目指す。

Xバンド及びCバンドMPレーダ雨量の合成により、
XRAINの配信エリアが拡大され、電波消散域がカ
バーされていることが確認された。

合成のイメージ

XバンドMPレーダ雨量計（新横浜）

背
景

目
的

CバンドMPレーダ雨量計（羅漢山）

電波消散域の発生
（２０１６年７月）
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